基礎づけ主義哲学の転換期における 人間観と世界観 ―寄る辺なき時代に対するウィリアム・ジェイムズの思想― by 宮本 浩紀
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気質の衝突の歴史として存在する哲学史

















































































































































立場は、ジェイムズの活躍した 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて幾多の人
物によってほぼ同時的に疑問視され始めたという 11。木田は、これらの思想の















ラッセル（Bertrand Arthur William Russell, 1872-1970）であり、またラッ






















































































































いう論文が『哲学、心理学、科学方法論雑誌（The Journal of Philosophy, 













































































































































































波書店、2017 年、x － xi 頁（Russell B. Goodman (2002), Wittgenstein and 

















グマティズムの思想の重要性は、1980 年代にローティ（Richard McKay 
Rorty, 1931-2007） や パ ト ナ ム（Hilary Whitehall Putnam, 1926-2016）
によって再び取り上げられて以降、近年再び注目され従来の哲学観の修正に
寄与している。











































89 頁（Richard Rorty (1982), Consequences of Pragmatism, the University 
of Minnesota Press）。
18 大厩諒「純粋経験の統一的解釈の試み―ジェイムズ哲学の方法論的考察を通












































（E. Taylor, William James on Consciousness beyond the Margin, Princeton 
University Press, 1996, p.7.）。また、同書の他の箇所において E. Taylor
は、ジェイムズの弟子として大部の伝記を著すとともに、ジェイムズの著書
等の編纂を行った R. B. Perry が、晩年のジェイムズの研究から意図的に心
理学に関するものを取り除き、哲学に関する研究を提示したと述べている（E. 
Taylor, op.cit., p.157）。
27 伊藤は「われわれの経験の世界は、いつの時代にあっても、客観的な部分と
主観的な部分のふたつの部分から成り立っており、そのうちの客観的部分の
方が主観的部分よりも計り知れないほど広大であるとしても、主観的部分も
決して見逃したり無視したりできるものではない」というジェイムズの言葉
を引用しつつ、彼が神秘主義と理性主義的哲学の欠陥を克服する哲学を求め
ていたと述べている（伊藤邦武「解説」、ジェイムズ、『純粋経験の哲学』前
掲書、272-273 頁）。
28 ジェイムズ『宗教的経験の諸相』前掲書、313-314 頁。
29 同上、382 頁。
30 　グッドマン、前掲書、68 頁。
31 　「個人は、自分の狂いに悩み、その狂いを正常でないと感じているかぎり、
それだけその狂いを意識的に越えているのであり、少なくとも、何かより高
いものが存在するなら、そのより高いものに触れているのである。だから、
狂った部分と並行して、そこには、まだごく無力な萌芽でしかなくとも、彼
のより善い部分がある。これらのどちらの部分を彼の真の存在と見るべきな
59
のかは、この段階ではけっして明らかではない。しかし段階二に達すると、
その人は自分の真の存在は自分自身のより高い萌芽の部分であることを知
る、それも次のような仕方で知るのである。彼はこのより高い部分がこれと
同一性質の或るより以上のものと境を接し連続していることを意識するよに
なる。・・・そして彼のより低い存在が難破して砕け散ってしまったときに、
辛うじてそれにしがみついて、救われることができるようなものである」。同
上、372 頁。
